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はじめに

平成１１年１１月１日開設

入所定員：１４０名

一般棟 ５０床２棟

認知症専門棟 ４０床１棟

通所定員： ４０名



委員会目標

アクシデント・ヒヤリハット

レポートの見直しを行い、

最速でご利用者のサービス

に反映する



問題点・・・

やり方が
違う…！？

この対応策って、
どうだったっけ…？

押印・記入
が漏れてる！！

効果確認が
足りない
(＞_＜)



新アクシデントレポート書式

おもて うら



新アクシデントレポートの変更ポイント①☆最大☆

対応策
立案時

効果確認
実施後完結



新アクシデントレポートの変更ポイント②

発生状況の明確化
本人の認知力の把握



新アクシデントレポートの変更ポイント③

今回の要因に
対する対応策



新アクシデントレポートの変更ポイント④

効果確認が
不足した事例



新アクシデントレポートの変更ポイント⑤

タイムラグ
・

ケアプラン
反映方法の
不統一 完結



新アクシデントレポート運用後の効果☆最大☆

作成者が対応策を立案
⇒主任が承認

効果確認
（最長３日間）

月末のミーティング
・対応策妥当性
・プラン反映 を検討

再カンファレンス
・対応策妥当性
・プラン反映 を検討

カンファレンスにて対応策を立案
⇒主任が承認

効果確認
（最長７日間）最長

１か月
最長
８日間

見直し



新アクシデントレポート運用後の効果

学びの充実

対応策の
精度ＵＰ

当事者意識

取り組み
姿勢ＵＰ

カンファで完結

会議時間
・負担
の激減

要因の具体化

対応策の
具体化



レポート運用後の効果～アクシデント発生件数の推移～

改
訂



レポート運用後の効果～ヒヤリハット発生件数の推移～



今回の活動

使用書式そのものの
中でのプロセス確立

実践しやすさ

スタッフの意識改革

ご利用者へ・・・
＼(̂〇 )̂／

Ｐ
ＤＣ
Ａ
完結



おわりに

『ひとつのアクシデントよりふたつのヒヤリハット』

アクシデントやヒヤリハットの件数だけで今月はダメだったなぁって思う事

はありませんか？人は誰でも転んだり怪我したりします。ご高齢の方は特に…。

なので、こう考えませんか

『ひとつのアクシデントよりふたつのヒヤリハット』

ふたつのヒヤリハットをしっかり対応しておけば、ひとつのアクシデントは

発生しないかもね。そんな感じで委員会をやっていきたいと思います！

ヒヤリハットの件数が多いという事は、アクシデントを未然に防げたって

証（あかし）ですよ。



ご清聴、ありがとうございました。


